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ロータリーには『 奉仕の理想 』 と 『 超我の奉仕 』があります。

このふたつは同じ理念にもとづいていると思います。

『 超我の奉仕 』の実践が『 奉仕の理想 』になるからです。

難しい事はありません。自らの出来る範囲で奉仕活動をすれば良い

のです。年齢を重ねても奉仕活動に何ら問題はなく、それなりの経験と

知識で実践活動をして下さい。若い会員さんも、年配の会員さんも、

みんなが一緒になって、身体を使って奉仕してください。

皆様のクラブは今年合併しました。何と素晴らしい事でしょうか。

ロータリーも刻一刻と状況が変わってきています。ロータリーも基本

的な考え方は、違ってはいけませんが、組織とか手段については柔軟



に変わっていかなければいけないのです。皆様のクラブを、皆様の活

動を、全国のロータリアンが注目しています。

日本には 『 みらい 』 とつく名前のロータリークラブが 4 つありま

す。先日、富山みらいロータリークラブの会長さんより、4 つのクラブ

でサミットを開催したいとの伝言を預かって参りました。何と素晴らしい

事でしょうか。『未来』に向かって、『 みらい 』の為に、4 つのクラブ

の皆様の素晴らしいロータリー活動を期待しております。

今年は国際ロータリー会長に、田中作次氏が就任されております。

皆様の地元の八潮からの就任です。皆様は何て幸運なのでしょうか。

国際ロータリー会長がこんなに身近におられる。世界のロータリーに

ついて話してもらえる。これは皆様の一生の宝物になります。勿論、私

にとっても宝物になります。

リスボン国際大会には、ぜひ参加してください。こんな経験は今後一

切できません。皆様と一緒にリスボンで田中作次氏と語り合えたら。

ぜひ、国際大会にご一緒しましょう。

そしてもう一つ。そろそろ、皆様が地区の活動に参加致しませんか。

2770 地区には多数のクラブがあります。その多数のクラブの中でも、

これからのクラブは八潮みらいロータリークラブだと思います。地区の



活動に積極的に参加頂き、今以上の素晴らしいロータリーライフを満喫

してください。


